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　２
０
２
５
年
１
月 

 

日(

日)
 
 

時 
 
 

分
か
ら
日
展
会
館
に

お
い
て
第 

 
 

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　出
席
者
正
会
員
１
６
６
名
（
内
委
任
状
１
３
１
名
）
定
款 

 

条

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
事

第
１
号
議
案

　２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案

　２
０
２
４
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
・
監
査
報
告

第
３
号
議
案

　第 
 
 

回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
開
催
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案 

 

出
品
料
徴
収
及
び
定
款
の
施
行
細
則
変
更
の
件

第
５
号
議
案

　会
員
資
格
喪
失
の
件

第
６
号
議
案

　会
員
状
況
承
認
の
件

第
７
号
議
案

　そ
の
他
の
件

各
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１

　２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
の
報
告

２

　２
０
２
５
年
度
予
算
の
報
告

３

　新
運
営
委
員
及
び
新
無
審
査
会
員
の
報
告

４

　内
規
変
更
の
報
告

５

　第 
 
 

回
日
彫
展
審
査
員
の
報
告

６

　第 
 
 

回
日
彫
展
会
友
推
挙
選
考
委
員
の
報
告

７

　第 
 
 

回
日
本
彫
刻
会
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
準
備
状
況

　

　
　の
報
告

８

　そ
の
他
の
報
告

　今
朝
（
８
月
７
日
）
日
本
人
最
多 

 
 

万
人
減
と
少
子
化
現
況
を
新
聞
に
見
ま
し
た
。

 

私
の
学
生
の
頃
、
美
術
系
の
大
学
に
限
ら
ず
受
験
生
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
合
格
を
逸
し
、
浪
人
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か 

 
 

年
で
多
く
の
事
が
夢
の

よ
う
に
様
変
わ
り
し
て
い
く
時
代
の
変
化
の
早
さ
を
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　現
今
、
い
ず
れ
の
公
募
団
体
展
も
高
齢
者
の
加
速
と
と
も
に
退
会
者
・
入
会
者
の
拮
抗
が
取
れ
な
い
ま
ま
、
少
子
化
と
い
う
厳
し
い
社
会
情
勢
の
歯
車
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
皆
様
に
も
周

知
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　そ
ん
な
中
、
第

　回
日
彫
展
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
事
、
会
員
・
会
友
の
皆
々
様
の
心
温
か
い
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

今
と
い
う
時
代
の
中
で
「
遊
び
心
」
「
冒
険
心
」
あ
る
作
品
を
テ
ー
マ
に
し
て
挑
ん
で
ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
所
、
先
達
の
先
生
方
の
作
品
を
追
従
す
る
の
で
は
な
く
、
真
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
で
の
創
意
工
夫
さ
れ
た
多
く
の
作
品
に
接
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
の
日
彫
展
に
な
か
っ
た
幾
つ
か
の
大
き
な
収
穫
あ
る
作
品
に
遭
遇
し
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作

品
は
外
部
審
査
員
の
評
価
も
高
く
、
審
査
を
し
て
い
て
楽
し
く
な
る
思
い
で
し
た
。
伝
統
あ
る
作
品
群
の
中
で
キ
ラ
リ
光
る
作
品
は
さ
ら
な
る
伝
統
を
昇
華
さ
せ
る
要
因
で
あ
り
、
そ
の
大
切
さ
を
観

さ
せ
て
頂
い
た
気
が
し
ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
、
作
品
表
現
方
法
の
多
様
化
の
時
代
、
初
め
て
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
出
力
作
品
が
入
選
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
先
、
い
ず
れ
さ
ら
に
精
密
・
緻
密
な
作
品
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
せ

る
作
品
で
し
た
。

　全
体
を
通
し
て
の
反
省
と
し
て
は
、
若
干
、
デ
ッ
サ
ン
力
の
乏
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　視
覚
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
と
の
美
の
感
動
の
共
有
は
引
き
続
き
行
わ
れ
、
大
変
良
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

   

歳
以
下
を
対
象
と
し
た「
Ｕ-

　日
彫
展
」は
、前
年
度
に
比
し
て
応
募
者
は
少
し
減
で
し
た
が
、大
変
内
容
の
充
実
し
た
作
品
が
多
く
、次
世
代
へ
と
彫
刻
の
バ
ト
ン
を
継
ぐ
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　今
、
少
子
化
現
象
の
中
に
あ
っ
て
、
美
術
系
大
学
の
若
者
の
殆
ど
が
「
ア
ニ
メ
」
魅
力
に
惹
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
ア
ニ
メ
」
が
少
子
化
で
の
輝
く
星
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　富
澤
有
為
男
（
昭
和
十
一
年
第
４
回
芥
川
賞
）
氏
は
、
世
の
中
は
時
計
の
振
り
子
だ
と
云
っ
て
い
ま
す
。
思
想
の
流
れ
、
流
行
物
、
国
の
政
治
、
な
ん
で
も
右
に
い
っ
た
り
左
に
い
っ
た
り
、
決
し

て
真
ん
中
に
止
ま
る
事
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　私
達
は
永
い
伝
統
あ
る
流
れ
の
中
に
身
を
置
い
て
今
日
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
懸
命
に
励
み
続
け
れ
ば
、
少
子
化
の
中
に
あ
っ
て
も
、
必
ず
や
再
び
振
り
子
は
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
来
る
事

を
信
じ
て
い
ま
す
。

第 
 
 

回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
報
告 

①
会
期

　令
和
７
年
４
月 

 
 

日(

金)

～
５
月
２
日(

金)
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　４
月 

 
 

日(

月)

休
館

②
会
場

　東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８
― 

 
 
 

） 

③
陳
列
点
数

　
　
　
　２
４
１
点 

（
写
真
展
示
含
む
３
２
３
点
）

　〈
内
訳
〉 

　
　
　正
会
員 

１
７
０
点 

　
　
　会
友 

 
 

点 

　
　
　遺
作 

２
点 

　
　
　無
鑑
査
（
一
般
応
募
）
１
点 

　
　
　鑑
査
（
一
般
応
募
）  

 

点 

う
ち
初
入
選 

 
 

点

　
　
　Ｕ-

 
 
 

（
一
般
応
募
）  

 

点 

ほ
か
写
真
展
示 

 
 

点

 
 
 
 
 
 

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
示 

 
 
 

点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
審
査
員 

　特
別
賞
審
査
員 

関
根
秀
一
氏 

土
方
明
司
氏 

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
彫
刻
会
理
事

　審
査
員
長

　宮
瀬
富
之

　
　
　
　
　
　山
本
眞
輔

　池
川
直

　清
島
浩
徳 

熊
谷
喜
美
子

　

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

德
安
和
博 

 

野
原
昌
代 

　鈴
木
徹
男 

堀
内
有
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
芝
武
史 

 

宮
坂
慎
司 

 
 

村
山
哲  

 
 

伊
庭
照
実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
萱
州
朗 

 

菊
川
敏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上 

 
 

名
）

⑤
会
友
推
挙
選
考
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊
谷
喜
美
子

　鈴
木
徹
男

　野
原
昌
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
山
哲
（
以
上
４
名
）

⑥
受
賞
者 

　西
望
賞

　
　
　
　
　
　上
床
利
秋 

２
０
２

年
度 

日
本
彫
刻
会
総
会

　
　
　
　
　
　
第

回
通
常
総
会
報
告

第

　
　回

日
本
彫
刻
会
展
覧
会
を
振
り
返
っ
て                             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
彫
刻
会
理
事
長

　
　宮
瀬
富
之

26

14

20

96

17

54

545417

18

36

19

38

19

11

82

20

15

54

５

96

59

　文
部
科
学
大
臣
賞

　
　武
本
大
志

　東
京
都
知
事
賞

　
　
　白
石
恵
里

　会
員
賞

　
　
　

 
 
 
 
 
 

吉
居
寛
子

　日
彫
賞 

 
 
 
 
 

芦
田
風
馬

　竹
内
晋
平

　優
秀
賞

　
　
　佐
藤
励

　田
畑
智
功

　本
多
史
弥

　新
人
賞

　
　
　北
原
朋
佳

　酒
井
華

　宅
間
紗
矢 

 

中
村
勉

　Ｕ-
 
 
 

日
彫
賞 

　
　
　
　
　
　
　一
柳
優
揮
人

　谷
和
真 

 

桑
原
結
子

　Ｕ-
 
 
 

優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　紀
平
龍
志

　藏
谷
圭
佑

　須
永
晴
香 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
賀
薫

　竹
中
綴
楽

　土
橋
輝
々 

 

戸
井
耀
人  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
太
郎 

 
 
 

（
以
上

　

 
 
 

名
）

⑦
会
友
推
挙
・
正
会
員
推
挙 

　正
会
員
推
挙 

 

井
上
智

　菅
野
達
乱

　黒
田
雅
大

　
　
　
　
　
　
　小
寺
美
樹

　酒
井
華

　鈴
木
伽
奈

　
　
　
　
　
　
　田
畑
智
功

　西
里
千
草

　本
田
史
弥

　
　
　
　
　
　
　三
好
眞
理
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上 

 
 

名
） 

　会
友
推
挙

　
　栗
田
健
一

　黒
柳
日
記

　高
曠
寓

　
　
　
　
　
　
　黄
野
俊
明

　徐
錦
璽

　宅
間
紗
矢

　
　
　
　
　
　
　中
村
勉

　堀
井
香
宏

　水
沼
博
之

　
　
　
　
　
　
　（
以
上
９
名
）

　⑧
入
場
者
数

　８
，
８
４
４
名
（
前
回
８
，
２
８
５
名
）

　（
内
訳
） 

　
　
　一
般 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
３
３
名 

　
　
　東
京
都
美
術
館
特
別
展
半
券 

 
 

２
，
０
４
７
名 

　
　
　招
待
状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
，
７
３
１
名

　
　
　出
品
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
３
０
名 

　
　
　障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方 

１
２
６
名 

　
　
　付
添
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名 

　
　
　日
本
美
術
家
連
盟
他 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
１
３
名 

　
　
　

 
 

歳
以
上
、
大
学
生
以
下 

 
 
 
 

４
５
９
名 

　
　
　パ
ス
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　

 
 
 
 
 

２
４
６
名 

20 20

24
59

65

10

90

60

54

20
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54
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今
朝
（
８
月
７
日
）
日
本
人
最
多
90
万
人
減
と
少
子
化
現
況
を
新
聞
に
見
ま
し
た
。

 

私
の
学
生
の
頃
、
美
術
系
の
大
学
に
限
ら
ず
受
験
生
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
合
格
を
逸
し
、
浪
人
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
が
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か
60
年
で
多
く
の
事
が
夢
の

よ
う
に
様
変
わ
り
し
て
い
く
時
代
の
変
化
の
早
さ
を
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
今
、
い
ず
れ
の
公
募
団
体
展
も
高
齢
者
の
加
速
と
と
も
に
退
会
者
・
入
会
者
の
拮
抗
が
取
れ
な
い
ま
ま
、
少
子
化
と
い
う
厳
し
い
社
会
情
勢
の
歯
車
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
、
皆
様
に
も
周

知
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
第
54
回
日
彫
展
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
事
、
会
員
・
会
友
の
皆
々
様
の
心
温
か
い
お
か
げ
で
あ
る
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

今
と
い
う
時
代
の
中
で
「
遊
び
心
」
「
冒
険
心
」
あ
る
作
品
を
テ
ー
マ
に
し
て
挑
ん
で
ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
所
、
先
達
の
先
生
方
の
作
品
を
追
従
す
る
の
で
は
な
く
、
真
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
で
の
創
意
工
夫
さ
れ
た
多
く
の
作
品
に
接
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
の
日
彫
展
に
な
か
っ
た
幾
つ
か
の
大
き
な
収
穫
あ
る
作
品
に
遭
遇
し
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
作

品
は
外
部
審
査
員
の
評
価
も
高
く
、
審
査
を
し
て
い
て
楽
し
く
な
る
思
い
で
し
た
。
伝
統
あ
る
作
品
群
の
中
で
キ
ラ
リ
光
る
作
品
は
さ
ら
な
る
伝
統
を
昇
華
さ
せ
る
要
因
で
あ
り
、
そ
の
大
切
さ
を
観

さ
せ
て
頂
い
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
作
品
表
現
方
法
の
多
様
化
の
時
代
、
初
め
て
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
出
力
作
品
が
入
選
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
先
、
い
ず
れ
さ
ら
に
精
密
・
緻
密
な
作
品
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
せ

る
作
品
で
し
た
。

　
全
体
を
通
し
て
の
反
省
と
し
て
は
、
若
干
、
デ
ッ
サ
ン
力
の
乏
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
視
覚
障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
と
の
美
の
感
動
の
共
有
は
引
き
続
き
行
わ
れ
、
大
変
良
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
20
歳
以
下
を
対
象
と
し
た
「
Ｕ-

20
日
彫
展
」
は
、
前
年
度
に
比
し
て
応
募
者
は
少
し
減
で
し
た
が
、
大
変
内
容
の
充
実
し
た
作
品
が
多
く
、
次
世
代
へ
と
彫
刻
の
バ
ト
ン
を
継
ぐ
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
、
少
子
化
現
象
の
中
に
あ
っ
て
、
美
術
系
大
学
の
若
者
の
殆
ど
が
「
ア
ニ
メ
」
魅
力
に
惹
か
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
ア
ニ
メ
」
が
少
子
化
で
の
輝
く
星
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
富
澤
有
為
男
（
昭
和
十
一
年
第
４
回
芥
川
賞
）
氏
は
、
世
の
中
は
時
計
の
振
り
子
だ
と
云
っ
て
い
ま
す
。
思
想
の
流
れ
、
流
行
物
、
国
の
政
治
、
な
ん
で
も
右
に
い
っ
た
り
左
に
い
っ
た
り
、
決
し

て
真
ん
中
に
止
ま
る
事
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
私
達
は
永
い
伝
統
あ
る
流
れ
の
中
に
身
を
置
い
て
今
日
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
懸
命
に
励
み
続
け
れ
ば
、
少
子
化
の
中
に
あ
っ
て
も
、
必
ず
や
再
び
振
り
子
は
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
来
る
事

を
信
じ
て
い
ま
す
。

第
54
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
を
振
り
返
っ
て                             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
彫
刻
会
理
事
長
　
　
宮
瀬
富
之

3

　
２
０
２
５
年
１
月
26
日(

日)

14
時
20
分
か
ら
日
展
会
館
に
お

い
て
第
96
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
正
会
員
１
６
６
名
（
内
委
任
状
１
３
１
名
）
定
款
17
条

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
事

第
１
号
議
案
　
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
２
０
２
４
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
・
監
査
報
告

第
３
号
議
案
　
第
54
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
開
催
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案
　
出
品
料
徴
収
及
び
定
款
の
施
行
細
則
変
更
の
件

第
５
号
議
案
　
会
員
資
格
喪
失
の
件

第
６
号
議
案
　
会
員
状
況
承
認
の
件

第
７
号
議
案
　
そ
の
他
の
件

各
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
の
報
告

２
　
２
０
２
５
年
度
予
算
の
報
告

３
　
新
運
営
委
員
及
び
新
無
審
査
会
員
の
報
告

４
　
内
規
変
更
の
報
告

５
　
第
54
回
日
彫
展
審
査
員
の
報
告

６
　
第
54
回
日
彫
展
会
友
推
挙
選
考
委
員
の
報
告

７
　
第
17
回
日
本
彫
刻
会
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
準
備
状
況
　

　
　
の
報
告

８
　
そ
の
他
の
報
告

第
54
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
報
告 

①
会
期

　
令
和
７
年
４
月
18
日(

金)

～
５
月
２
日(

金)
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
21
日(

月)

休
館

②
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８
―
36
）

③
陳
列
点
数
　
　
　
　
２
４
１
点 

（
写
真
展
示
含
む
３
２
３
点
）

　
〈
内
訳
〉 

　
　
　
正
会
員 

１
７
０
点 

　
　
　
会
友 

19
点 

　
　
　
遺
作 

２
点 

　
　
　
無
鑑
査
（
一
般
応
募
）
１
点 

　
　
　
鑑
査
（
一
般
応
募
） 

38
点 

う
ち
初
入
選 

19
点

　
　
　
Ｕ-

20
（
一
般
応
募
） 

11
点 

ほ
か
写
真
展
示 

82
点

 
 
 
 
 
 

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
示 

59
点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
審
査
員 

　
特
別
賞
審
査
員 

関
根
秀
一
氏 

土
方
明
司
氏 

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
彫
刻
会
理
事

　
審
査
員
長
　
宮
瀬
富
之

　
　
　
　
　
　
山
本
眞
輔
　
池
川
直
　
清
島
浩
徳
　
熊
谷
喜
美
子

　
　
　
　
　
　
德
安
和
博
　
野
原
昌
代
　
鈴
木
徹
男
　
堀
内
有
子

　
　
　
　
　
　
前
芝
武
史
　
宮
坂
慎
司
　
村
山
哲
　
伊
庭
照
実

　
　
　
　
　
　
志
萱
州
朗
　
菊
川
敏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
15
名
）

⑤
会
友
推
挙
選
考
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊
谷
喜
美
子
　
鈴
木
徹
男
　
野
原
昌
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
山
哲
（
以
上
４
名
）

⑥
受
賞
者 

　
西
望
賞

　
　
　
　
　
　
上
床
利
秋 

　
　
　
　
　
　

　
文
部
科
学
大
臣
賞
　
　
武
本
大
志

　
東
京
都
知
事
賞

　
　
　
白
石
恵
里

　
会
員
賞

　
　
　 

 
 
 
 
 

吉
居
寛
子

　
日
彫
賞 

 
 
 
 
 

芦
田
風
馬

　
竹
内
晋
平

　
優
秀
賞

　
　
　
佐
藤
励

　
田
畑
智
功

　
本
多
史
弥

　
新
人
賞
　
　
　
北
原
朋
佳
　
酒
井
華
　
宅
間
紗
矢 

 

中
村
勉

　
Ｕ-

20
日
彫
賞 

　
　
　
　
　
　
　
一
柳
優
揮
人
　
谷
和
真 

 

桑
原
結
子

　
Ｕ-

20
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
紀
平
龍
志
　
藏
谷
圭
佑
　
須
永
晴
香 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
賀
薫
　
竹
中
綴
楽
　
土
橋
輝
々 

 

戸
井
耀
人  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
太
郎 

 
 
 

（
以
上
24
名
）

⑦
会
友
推
挙
・
正
会
員
推
挙 

　
正
会
員
推
挙 

 

井
上
智
　
菅
野
達
乱
　
黒
田
雅
大

　
　
　
　
　
　
　
小
寺
美
樹
　
酒
井
華
　
鈴
木
伽
奈

　
　
　
　
　
　
　
田
畑
智
功
　
西
里
千
草
　
本
田
史
弥

　
　
　
　
　
　
　
三
好
眞
理
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
10
名
） 

　
会
友
推
挙
　
　
栗
田
健
一
　
黒
柳
日
記
　
高
曠
寓

　
　
　
　
　
　
　
黄
野
俊
明
　
徐
錦
璽
　
宅
間
紗
矢

　
　
　
　
　
　
　
中
村
勉
　
堀
井
香
宏
　
水
沼
博
之

　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
９
名
）

　
⑧
入
場
者
数
　
８
，
８
４
４
名
（
前
回
８
，
２
８
５
名
）

　
（
内
訳
） 

　
　
　
一
般 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
３
３
名 

　
　
　
東
京
都
美
術
館
特
別
展
半
券 

 
 

２
，
０
４
７
名 

　
　
　
招
待
状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
，
７
３
１
名

　
　
　
出
品
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
３
０
名 

　
　
　
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方 

１
２
６
名 

　
　
　
付
添
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

59
名 

　
　
　
日
本
美
術
家
連
盟
他 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
１
３
名 

　
　
　
65
歳
以
上
、
大
学
生
以
下 

 
 
 
 

４
５
９
名 

　
　
　
パ
ス
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　 

 
 
 
 

２
４
６
名 

２
０
２
５
年
度 

日
本
彫
刻
会
総
会

第
96
回
通
常
総
会
報
告
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２
０
２
５
年
１
月
26
日(

日)

14
時
20
分
か
ら
日
展
会
館
に
お

い
て
第
96
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
席
者
正
会
員
１
６
６
名
（
内
委
任
状
１
３
１
名
）
定
款
17
条

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

議
事

第
１
号
議
案
　
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案
　
２
０
２
４
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
・
監
査
報
告

第
３
号
議
案
　
第
54
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
開
催
に
関
す
る
件

第
４
号
議
案
　
出
品
料
徴
収
及
び
定
款
の
施
行
細
則
変
更
の
件

第
５
号
議
案
　
会
員
資
格
喪
失
の
件

第
６
号
議
案
　
会
員
状
況
承
認
の
件

第
７
号
議
案
　
そ
の
他
の
件

各
議
案
と
も
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
２
０
２
５
年
度
事
業
計
画
の
報
告

２
　
２
０
２
５
年
度
予
算
の
報
告

３
　
新
運
営
委
員
及
び
新
無
審
査
会
員
の
報
告

４
　
内
規
変
更
の
報
告

５
　
第
54
回
日
彫
展
審
査
員
の
報
告

６
　
第
54
回
日
彫
展
会
友
推
挙
選
考
委
員
の
報
告

７
　
第
17
回
日
本
彫
刻
会
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
準
備
状
況

　

　
　
の
報
告

８
　
そ
の
他
の
報
告

第
54
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
報
告 

①
会
期
　
令
和
７
年
４
月
18
日(

金)

～
５
月
２
日(

金)
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
21
日(

月)

休
館

②
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
８
―
36
）

③
陳
列
点
数
　
　
　
　
２
４
１
点 

（
写
真
展
示
含
む
３
２
３
点
）

　
〈
内
訳
〉 

　
　
　
正
会
員 

１
７
０
点 

　
　
　
会
友 

19
点 

　
　
　
遺
作 

２
点 

　
　
　
無
鑑
査
（
一
般
応
募
）
１
点 

　
　
　
鑑
査
（
一
般
応
募
） 

38
点 

う
ち
初
入
選 

19
点

　
　
　
Ｕ-

20
（
一
般
応
募
） 

11
点 

ほ
か
写
真
展
示 

82
点

 
 
 
 
 
 

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
示 

59
点

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
審
査
員 

　
特
別
賞
審
査
員 

関
根
秀
一
氏 

土
方
明
司
氏 

　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
彫
刻
会
理
事

　
審
査
員
長
　
宮
瀬
富
之

　
　
　
　
　
　
山
本
眞
輔
　
池
川
直
　
清
島
浩
徳
　
熊
谷
喜
美
子

　
　
　
　
　
　
德
安
和
博
　
野
原
昌
代
　
鈴
木
徹
男
　
堀
内
有
子

　
　
　
　
　
　
前
芝
武
史
　
宮
坂
慎
司
　
村
山
哲
　
伊
庭
照
実

　
　
　
　
　
　
志
萱
州
朗
　
菊
川
敏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
15
名
）

⑤
会
友
推
挙
選
考
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊
谷
喜
美
子

　
鈴
木
徹
男

　
野
原
昌
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
山
哲
（
以
上
４
名
）

⑥
受
賞
者 

　
西
望
賞

　
　
　
　
　
　
上
床
利
秋 

　
　
　
　
　
　

　
文
部
科
学
大
臣
賞

　
　
武
本
大
志

　
東
京
都
知
事
賞

　
　
　
白
石
恵
里

　
会
員
賞
　
　
　 

 
 
 
 
 

吉
居
寛
子

　
日
彫
賞 

 
 
 
 
 

芦
田
風
馬
　
竹
内
晋
平

　
優
秀
賞
　
　
　
佐
藤
励
　
田
畑
智
功
　
本
多
史
弥

　
新
人
賞
　
　
　
北
原
朋
佳
　
酒
井
華
　
宅
間
紗
矢 

 

中
村
勉

　
Ｕ-

20
日
彫
賞 

　
　
　
　
　
　
　
一
柳
優
揮
人
　
谷
和
真 

 

桑
原
結
子

　
Ｕ-

20
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
紀
平
龍
志
　
藏
谷
圭
佑
　
須
永
晴
香 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
賀
薫
　
竹
中
綴
楽
　
土
橋
輝
々 

 

戸
井
耀
人  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
太
郎 

 
 
 

（
以
上
24
名
）

⑦
会
友
推
挙
・
正
会
員
推
挙 

　
正
会
員
推
挙 

 

井
上
智
　
菅
野
達
乱
　
黒
田
雅
大

　
　
　
　
　
　
　
小
寺
美
樹
　
酒
井
華
　
鈴
木
伽
奈

　
　
　
　
　
　
　
田
畑
智
功
　
西
里
千
草
　
本
田
史
弥

　
　
　
　
　
　
　
三
好
眞
理
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
10
名
） 

　
会
友
推
挙
　
　
栗
田
健
一
　
黒
柳
日
記
　
高
曠
寓

　
　
　
　
　
　
　
黄
野
俊
明
　
徐
錦
璽
　
宅
間
紗
矢

　
　
　
　
　
　
　
中
村
勉
　
堀
井
香
宏
　
水
沼
博
之

　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
９
名
）

　
⑧
入
場
者
数
　
８
，
８
４
４
名
（
前
回
８
，
２
８
５
名
）

　
（
内
訳
） 

　
　
　
一
般 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
３
３
名 

　
　
　
東
京
都
美
術
館
特
別
展
半
券 

 
 

２
，
０
４
７
名 

　
　
　
招
待
状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
，
７
３
１
名

　
　
　
出
品
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
３
０
名 

　
　
　
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方 

１
２
６
名 

　
　
　
付
添
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

59
名 

　
　
　
日
本
美
術
家
連
盟
他 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
１
３
名 

　
　
　
65
歳
以
上
、
大
学
生
以
下 

 
 
 
 

４
５
９
名 

　
　
　
パ
ス
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　 

 
 
 
 

２
４
６
名 

２
０
２
５
年
度 

日
本
彫
刻
会
総
会

第
96
回
通
常
総
会
報
告
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18

11

30

19

1417

19

17

19

19

54

11

20

11

82

20

11

54

16

2529

1816

54

54

19

20

93

20

20

60

20

25

16

32

17
21

10

93

5454

15

21
13

25

21

4

⑨
開
会
式

　
日
時

　
　
４
月
18
日
（
金
）
11
時
30
分
か
ら

　
会
場

　
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ

⑩
表
彰
式

　
Ｕ-

20
受
賞
者
対
象

　
日
時
　
　
４
月
19
日
（
土
）
14
時
か
ら

　
会
場
　
　
東
京
都
美
術
館 
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ

　
本
展
受
賞
者
対
象

　
日
時
　
　
４
月
19
日
（
土
）
17
時
か
ら

　
会
場
　
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京 

瑞
宝
の
間

　
　
　
　
　
（
千
代
田
区
大
手
町
１-

４-

１
）

⑪
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

　
日
時
　
　
４
月
19
日
（
土
）
17
時
か
ら

　
会
場
　
　
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京 

瑞
宝
の
間

⑫
彫
刻
研
究
会

　
第
54
回
日
彫
展
会
場
に
お
い
て
、
審
査
員
に
よ
る
講
評
を

　
交
え
た
彫
刻
研
究
会
を
実
施
し
た
。

　
日
時
　
第
１
部
　
４
月
19
日
（
土
）
11
時
か
ら
　

　
　
　
　
第
２
部
　
４
月
20
日
（
日
）
11
時
か
ら

　
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
参
加
者
　
通
算 

約
60
名

⑬
新
世
代
の
彫
刻
家
育
成
活
動

　
第
７
回 

Ｕ-

20
日
彫
展

　
会
期
・
会
場

　
　
日
彫
展
に
同
じ

　
陳
列
点
数
（
受
賞
者
）
11
点

　
写
真
応
募
点
数

　
82
点

　

⑭
彫
刻
に
触
れ
る
鑑
賞
支
援
活
動

　
第
54
回
日
彫
展
に
お
い
て
、
「
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の

　

　
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー
」
と
「
盲
学
校
鑑
賞
教
室
」
を
実
施
し
た
。

ａ
　
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
タ
ッ
チ
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
の
申
込
に
よ
り
随
時
実
施
）

 
 
 
 

通
算
参
加
者
　
16
名
（
う
ち
引
率
者
８
名
）

 
 
 
 

〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　 

　 

当
番
の
会
員
、
（
日
彫
友
の
会 

ほ
か
）

 

ｂ
　
盲
学
校
鑑
賞
教
室

　
　
４
月
25
日(

金)

東
京
都
立
久
我
山
青
光
学
園

 
 
 
 

　
（
小
学
生
32
名
　
教
員
16
名
）

 
 
 
 

４
月
25
日(

金)

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
小
学
生
18
名
　
教
員
６
名
）

　
　
〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

　
　
　
宮
坂
慎
司 

秋
田
美
鈴 

上
田
ふ
み 

大
亀
清
壽 

高
野
浩
子
　

 
 
 
 
 
 

境
野
里
香
　
白
石
恵
里
　
町
野
紗
恭
　
水
野
谷
憲
郎 

 
 
 
 
 
 

宮
地
淑
江
　
音
羽
久
美
子
　
前
芝
武
史
　
橋
本
和
成

 
 
 
 
 
 

羽
室
陽
森
（
日
彫
友
の
会 

ほ
か)

北
原
朋
佳
　
宅
間
紗
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
千
尋

 
 
 
 

４
月
29
日(

火
・
祝)

筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校  

 
 
 
 
 
 

（
高
校
生
16
名
、
教
員
５
名
）

 
 
 
 

〈
鑑
賞
支
援
対
応
〉

 
 
 
 
 
 

宮
坂
慎
司
　
神
谷
睦
代
　
坂
本
健
　
浮
森
夕
菜

 
 
 
 
 
 

武
本
大
志
　
長
谷
川
倫
子
　
奥
平
陽
和
　
本
多
史
弥
　

 
 
 
 
 
 

山
田
雅
英

 
 
 
 
 
 

（
日
彫
友
の
会 

ほ
か
）
須
恵
三
樹
　
酒
井
華
　
半
田
こ
づ
え

ｃ
　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
示

　
　
　
神
奈
川
県
立
平
塚
盲
学
校

　
17
点

　
　
　
東
京
都
立
久
我
山
青
光
学
園

　
21
点

　

　
　
　
筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校

　

　
　
　
小
学
部
７
点
、
中
学
部
10
点
、
高
等
部
４
点

　
　
協
力
：
東
海
大
学
資
格
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
共
英
製
鋼
株
式
会
社

⑮
彫
刻
鑑
賞
解
説
会
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）

　
第
54
回
日
彫
展
に
お
い
て
、「
出
品
作
家
が
語
る
鑑
賞
会
（
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）
」
を
実
施
し
た
。

　
日
時
　
期
間
中
毎
日

　
　
　
　
（
彫
刻
研
究
会
第
１
部
当
日
、
最
終
日
を
除
く
）

　
会
場
　
東
京
都
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
実
施
通
算
参
加
者
　
92
名

⑯
図
録
作
成

　
本
会
が
開
催
す
る
彫
刻
展
覧
会
の
図
録
を
作
成
し
た
。

　
第
54
回
日
彫
展
図
録

　
２
０
２
５
年
４
月
19
日
（
土
）
発
行 

９
０
０
冊

⑰
彫
刻
展
覧
会
共
催
事
業

ａ
　
第
54
回
日
彫
東
海
展

　
　
会
期
　
２
０
２
５
年
７
月
15
日
（
火
）
～
７
月
21
日
（
月
・
祝
）

　
　
会
場
　
愛
知
県
美
術
館
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
東
桜
１-

13-

２
） 

 

ｂ
　
第
54
回
日
彫
北
陸
展

　
　
会
期
　
２
０
２
５
年
８
月
21
日
（
木
）
～
８
月
25
日
（
月
）

　
　
会
場
　
石
川
県
立
美
術
館
（
石
川
県
金
沢
市
出
羽
町
２-

１
）

◇
第
７
回
Ｕ-

20
日
彫
展

　
２
０
１
９
年
よ
り
企
画
展
「
Ｕ-

20
日
彫
展
～
集
ま
れ
！
未
来

の
彫
刻
家
～
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
７
回
目
を
迎
え
る
本
年

は
、
応
募
総
数
が
約
93
点
と
な
り
ま
し
た
。 

〈
Ｕ-

20
対
応
〉

　
小
橋
暁
子

　
武
本
大
志

　
鈴
木
紹
陶
武

　
奥
平
陽
和 

　
音
羽
久
美
子

　
宮
地
淑
江

　
町
野
紗
恭

　
丹
羽
俊
揮
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4

 
 

 
 

 
 

-
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
-

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
)

 
 

 
 

(
)

)

 
 

(
)

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
-

 
 

 
 

-

-   
-

 

-
 
 

18

11

30

19

1417

19

17

19

19

54

11

20

11

82

20

11

54

16

2529

1816

54

54

19

20

93

20

20

60

20

25

16

32

17
21

10

93

5454

15

21
13

25

21

5

表彰式の様子

会場風景　陳列総数 323 点（U-20 写真展示込み）

開会式の様子

視覚に障がいがある子どもたちの作品展示

彫刻研究会

U-20　展示風景　応募総数 93 点



6

◇
受
賞
者
の
声

西
望
賞
　
　
上
床 

利
秋
「
空
へ
」

　
鉄
工
所
で
不
要
に
な
っ
た
廃
材
や
、
集
め
た
使
い
古
し
の
鉄
屑
・
部
品
を
利
用
し
て
、
そ
れ

ら
に
新
し
い
役
割
を
与
え
て
夢
を
感
じ
る
造
形
物
を
制
作
し
よ
う
と
思
い
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

ま
し
た
。

　
粘
土
で
は
で
き
な
い
、
石
や
木
で
も
味
わ
え
な
い
、
鉄
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
表
現
を
探
っ
て

み
ま
し
た
。
ひ
ん
曲
が
り
朽
ち
て
錆
び
た
鉄
こ
そ
、
不
思
議
な
魅
力
を
感
じ
て
効
果
的
で
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞
　
武
本 

大
志
「
牛
車
を
引
く
鬼
」
　

 
 

本
作
は
妖
怪
「
火
車
」
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
し
ま

し
た
。
大
八
車
を
引
い
て
人
間
の
死
体
を
奪
う
妖
怪

で
す
が
、
今
作
で
は
牛
車
を
引
い
て
い
ま
す
。
今
後

は
牛
車
の
妖
怪
「
朧
車
」
と
車
輪
の
妖
怪
「
輪
入
道
」

と
組
み
作
品
と
な
る
予
定
で
す
。
乾
漆
技
法
の
特
徴

的
な
積
層
に
よ
る
色
合
い
を
肌
の
部
分
に
残
し
ま
し

た
。

東
京
都
知
事
賞

　
白
石 

恵
里
「
群
鳥
Ⅱ
」

　
思
い
や
思
考
が
身
体
か
ら
溢
れ
出
す
ほ
ど
騒
が
し
い
様
子
、
ま
た
は
絡
ま
っ
て
い
た
も
の
が
ほ

ど
け
霧
散
す
る
２
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
人
と
烏
の
融
合
で
表
現
を
試
み
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
の
２
作

品
目
で
す
。
ぎ
ゅ
っ
と
ま
と
ま
る
ポ
ー
ズ
を
軸
に
検
討
し
、
何
度
も
構
成
を
し
直
し
な
が
ら
粘
土

を
動
か
し
造
形
し
ま
し
た
。

会
員
賞
　

　
吉
居 

寛
子
「
星
降
る
空
に
」

　
夜
空
に
輝
く
星
の
光
は
、
何
万
光
年
も
の
時
空
を
超
え
て
現
在
に
届
い
て
い
る
と
い
う
。

壮
大
な
時
の
流
れ
に
身
を
委
ね
、
も
の
思
い
に
ふ
け
っ
て
み
る
と
、
人
間
の
存
在
の
な
ん

と
小
さ
き
こ
と
か
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
人
間
が
生
き
た
価
値
は
時
間
で
は

な
く
、
小
さ
な
こ
と
に
悩
ん
だ
り
ち
ょ
っ
と
し
た
優
し
さ
に
救
わ
れ
た
り
、
小
さ
な
気
づ

き
の
積
み
重
ね
が
人
間
の
深
さ
に
な
る
の
だ
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

7

日
彫
賞

　
芦
田

　
風
馬
「
風
の
街
」

日
彫
賞
　
竹
内
　
晋
平
「
碑
身
」

優
秀
賞
　
本
田
　
史
弥
「
春
花
」

優
秀
賞
　
田
畑
　
智
功
「
平
和
の
花
と
な
れ
」

優
秀
賞
　
佐
藤
　
励
「
風
に
立
つ
」

新
人
賞
　
酒
井 

華
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」

新
人
賞

　
北
原 

朋
佳
「
満
願
」

新
人
賞
　
宅
間 

紗
矢
「
恵
風
」

Ｕ-

20
日
彫
賞
　

一
柳 

優
揮
人

「
カ
ニ
祭
り
」

（
10
歳
）

Ｕ-

20
日
彫
賞
　

谷 

和
真

「
深
く
、
深
く
」

（
14
歳
）

Ｕ-

20
日
彫
賞
　

桑
原 

結
子

「
白
菜
ド
レ
ス
」

（
20
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

紀
平 

龍
志

「
グ
リ
フ
ィ
ン
の
輝
き
」

（
10
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

藏
谷 

圭
佑

「
山
姥
」

（
12
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

須
永 

晴
香

「
デ
メ
キ
ン
」

（
15
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

千
賀 

薫

「
王
者
の
貫
禄
」

（
10
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

竹
中 

綴
楽

「
世
に
も
奇
妙
な
ポ
イ

ン
セ
チ
ア
」

（
９
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

土
橋 

輝
々

「
コ
ル
二
ク
ス
」

（
16
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

戸
井 

耀
人

「
命
を
紡
ぐ
」

（
15
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

宮
崎 

太
郎

「
伝
説
の
生
き
物
」

（
８
歳
）

新
人
賞
　
中
村 

勉
「
ト
ル
ソ
の
解
放

（L
i
b
e
r
a
t
i
o
n
 
o
f
 
T
o
r
s
o

）
」
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日
彫
賞

　
芦
田

　
風
馬
「
風
の
街
」

日
彫
賞
　
竹
内
　
晋
平
「
碑
身
」

優
秀
賞

　
本
田

　
史
弥
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春
花
」

優
秀
賞
　
田
畑
　
智
功
「
平
和
の
花
と
な
れ
」

優
秀
賞
　
佐
藤
　
励
「
風
に
立
つ
」

新
人
賞
　
酒
井 

華
「
ぬ
い
ぐ
る
み
」

新
人
賞
　
北
原 

朋
佳
「
満
願
」

新
人
賞
　
宅
間 

紗
矢
「
恵
風
」

Ｕ-

20
日
彫
賞

　

一
柳 

優
揮
人

「
カ
ニ
祭
り
」

（
10
歳
）

Ｕ-

20
日
彫
賞
　

谷 

和
真

「
深
く
、
深
く
」

（
14
歳
）

Ｕ-

20
日
彫
賞
　

桑
原 

結
子

「
白
菜
ド
レ
ス
」

（
20
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

紀
平 

龍
志

「
グ
リ
フ
ィ
ン
の
輝
き
」

（
10
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

藏
谷 
圭
佑

「
山
姥
」

（
12
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

　

須
永 

晴
香

「
デ
メ
キ
ン
」

（
15
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

千
賀 

薫

「
王
者
の
貫
禄
」

（
10
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

竹
中 

綴
楽

「
世
に
も
奇
妙
な
ポ
イ

ン
セ
チ
ア
」

（
９
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

土
橋 

輝
々

「
コ
ル
二
ク
ス
」

（
16
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞
　

戸
井 

耀
人

「
命
を
紡
ぐ
」

（
15
歳
）

Ｕ-

20
優
秀
賞

　

宮
崎 

太
郎

「
伝
説
の
生
き
物
」

（
８
歳
）

新
人
賞
　
中
村 

勉
「
ト
ル
ソ
の
解
放

（L
i
b
e
r
a
t
i
o
n
 
o
f
 
T
o
r
s
o

）
」
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会
期
　
２
０
２
５
年
７
月
15
日
（
火
）
～
７
月
21
日
（
月
・
祝
）

会
場
　
愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

陳
列
総
数
　
１
０
３
点

入
場
者
数
　
２
，
１
９
６
名

愛
知
県
知
事
賞 

 
 

　
　
　
　
　
　
　
「
渇
れ
る
」
田
中
厚
好

中
日
賞
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
「
新
し
い
光
」
髙
野
眞
吾

東
海
テ
レ
ビ
賞
　 

　
　
　
　
　
　
　
「
朝
」
元
田
木
山

東
海
日
彫
会
奨
励
賞

　
　
　
　
　
「N

O
C
T
U
R
N
A
L
 
I
D
O
L
 

阿
麻
乃
弥
加
津
比
女
」
佐
藤
徹

東
海
日
彫
会
新
人
賞
　
　
　
　
　
　 

「
伴
」
黒
柳
日
記

　
７
月
14
日
（
月
）
搬
入
お
よ
び
陳
列
作
業
が
行
わ
れ
、
先
生
方

の
ご
指
導
の
も
と
、
よ
り
鑑
賞
し
や
す
い
展
示
を
目
指
し
、
そ
の

後
受
賞
者
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

記
載
の
通
り
で
す
。
同
日
、
同
会
場
10
階
「
ウ
ル
フ
ギ
ャ
ン
グ
・
パ
ッ

ク
」
に
て
表
彰
式
お
よ
び
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、
宮
瀬
理
事
長
、
池

川
委
員
長
を
は
じ
め
、
審
査
員
や
巡
回
指
定
の
先
生
方
、
中
日
新

聞
社
、
東
海
テ
レ
ビ
放
送
、
後
援
者
、
そ
し
て
来
賓
の
皆
様
に
ご

出
席
頂
き
、
さ
ら
に
Ｕ-

20
受
賞
者
と
そ
の
保
護
者
も
参
加
さ
れ
、

受
賞
者
の
ス
ピ
ー
チ
が
和
や
か
な
ひ
と
時
を
彩
り
ま
し
た
。

　
15
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
よ
り
京
都
か
ら
宮
瀬
理
事
長
を
お

迎
え
し
、
東
海
日
彫
会
山
本
会
長
と
神
戸
副
会
長
に
よ
る
彫
刻
研

究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
巡
回
指
定
の
先
生
方
や
一
般
来
場
者

を
含
め
、
約
40
名
が
参
加
し
た
こ
の
研
究
会
は
、
受
賞
者
が
自
作

に
つ
い
て
解
説
を
行
い
、
先
生
方
か
ら
講
評
を
賜
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
受
賞
者
以
外
の
出
席
者
に
も
講
評

が
行
わ
れ
、
会
場
全
体
に
緊
張
感
が
漂
う
中
、
各
先
生
方
か
ら
直

接
ご
指
導
を
賜
る
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
ご
指
導
賜
っ

た
参
加
者
は
、
今
後
の
制
作
へ
と
さ
ら
な
る
意
欲
を
高
め
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
19
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
は
、
「
触
れ
て
観
る
彫
刻
展
鑑
賞

教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
視
覚
障
害
者
９
名
に
加
え
、
付
き
添
い
や

引
率
学
生
を
含
め
た
24
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
21

日
（
月
・
祝
）
に
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
２
名
の
視
覚
障
害
者

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
初
め
て
の

参
加
者
が
10
名
を
数
え
、
新
た
な
広
が
り
や
、
「
ま
た
参
加
し
た

い
」
「
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
の
嬉
し
い
お
声
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
場
者
数
も
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
久
し
振
り
に 

２
，
１
０
０
人
を
超
え
る
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｕ-

20
や
「
触
れ
て
観
る
彫
刻
展
鑑
賞
教
室
」
に
お
い
て
新
た

な
広
が
り
が
生
ま
れ
る
中
、
日
彫
東
海
展
を
通
じ
て
地
方
か
ら
の

彫
刻
芸
術
の
発
信
や
、
次
世
代
の
育
成
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
、
そ
の
可
能
性
に
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
Ｕ-

20
の
受
賞
者
が
地
元
の
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
も
特
筆
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
東
海
展
の
開
催
に
際
し
、
多
く
の
日
彫
会
会
員
の
皆
様
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
海
日
彫
会
事
務
局
）

彫刻研究会の様子

授賞式並びに祝賀会の様子

触れて観る彫刻展鑑賞教室の様子

第
54
回
日
彫
東
海
展

9

会
期

　
　
令
和
７
年
８
月
21
日
（
木
）
～
８
月
25
日
（
月
）

会
場

　
　
石
川
県
立
美
術
館
（
石
川
県
金
沢
市
出
羽
町
２-

１
）

陳
列
点
数
　
66
点

（
Ｕ-

20
入
賞
作
品
11
点
、
石
川
・
富
山
入
選
作
品
30
点
を
含
む
）

入
場
者
数
　
９
３
２
名

北
陸
日
彫
会
賞
　
　
　
「
く
る
み
の
宝
箱
」
森
田 

一
成

北
國
新
聞
社
社
長
賞 

 

「
郷
愁
」
　
　
　
　 

細
川 

大
潤

　
第
54
回
日
彫
北
陸
展
は
、
会
期
前
日
の
８
月
20
日
に
搬
入
陳
列

を
行
い
ま
し
た
。

　
午
後
４
時
か
ら
は
、
宮
瀬
理
事
長
、
大
樋
年
雄
先
生
、
石
川
県

お
よ
び
金
沢
市
の
代
表
者
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
学
長
、
石
川
県

立
美
術
館
副
館
長
、
北
國
新
聞
社
を
は
じ
め
と
す
る
各
報
道
機
関

代
表
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
開
会
式
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
北
陸
展
の
表
彰
式
も
行
い
ま
し
た
。
特
に
、

今
回
は
来
賓
と
し
て
共
催
・
後
援
関
係
者
の
方
々
に
加
え
、
石
川

県
在
住
の
芸
術
院
会
員
で
あ
る
大
樋
年
雄
先
生
を
お
招
き
し
、
宮

瀬
理
事
長
に
続
い
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
会
式
後
に
は
、
村
井
北
陸
日
彫
会
会
長
の
司
会
の
も
と
、
恒

例
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
宮
瀬
理
事

長
が
ご
自
身
の
作
品
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、
来
場
者
は
制
作
意
図

に
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方
賞
受
賞
者
に

よ
る
作
品
解
説
や
、
Ｕ-

20
部
門
で
受
賞
し
た
地
元
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
行
わ
れ
、
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

 
 

今
回
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
北
陸
日
彫
会
特
別
企
画
「
発
想
展
」

を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
彫
刻
作
品
が
完
成
す
る
ま
で
の
過
程
を

示
す
デ
ッ
サ
ン
や
小
作
品
を
展
示
し
た
ほ
か
、
石
川
県
と
富
山
県

か
ら
選
ば
れ
た
Ｕ-

20
部
門
の
入
選
作
品
30
点
も
並
び
、
会
場
を

大
い
に
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　
会
期
中
の
24
日
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
10
組
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

に
二
次
元
コ
ー
ド
を
印
刷
し
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
早
々
に
定
員

に
達
し
ま
し
た
。

　
前
回
（
第
53
回
展
）
と
比
べ
て
大
幅
に
作
品
数
が
減
っ
た
た
め
、

入
場
者
数
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
の
お
か
げ
で
、
予
想
を
上
回
る
盛
況
な
展
覧
会
と
な
り
ま
し
た
。

 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
陸
日
彫
会
石
川
県
事
務
局
）

　

　

開会式の様子

開場式後のギャラリートークの様子

ワークショップの様子

U-20　展示風景

発想展の様子

第
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２
０
２
５
年
７
月
13
日
（
日
）
か
ら
26
日
（
土
）
ま
で
、
銀
座

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
に
て
「
第
17
回 

日
本
彫
刻
会 

新
鋭
選
抜
・

受
賞
作
家
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
若
手
作
家
や
本
展
で
の
受
賞
者
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
会
期
中

に
は
「
作
品
を
語
る
会
」
や
懇
親
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
家
同

士
は
も
ち
ろ
ん
、
来
場
者
と
の
交
流
も
生
ま
れ
、
和
や
か
で
活
気

の
あ
る
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
日
に
開
か
れ
た
「
作
品
を
語
る
会
」
で
は
、
町
野
紗
恭
会
員

が
司
会
を
務
め
、
宮
瀬
富
之
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
理
事
や
会

務
委
員
の
先
生
方
か
ら
、
あ
た
た
か
な
激
励
と
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
出
品
者
は
、
日
常
の
さ
り
げ
な
い
一
瞬
か
ら
着
想
を
得

た
こ
と
や
、
暮
ら
し
て
い
る
土
地
の
素
材
を
取
り
入
れ
た
こ
と
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
背
景
を
語
り
合
い
、
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
品
展
示
・
販
売
も
行
わ
れ
、
か
わ
い
ら
し
い
動
物
や

人
体
像
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、
手
に
取
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。
陶
や
ブ
ロ
ン
ズ
、
針
金
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
素
材
が
使
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
興
味
を
も
っ
て
鑑
賞

し
て
い
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
作
品
は
購
入
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　
会
場
に
は
親
子
連
れ
や
外
国
人
観
光
客
の
姿
も
多
く
、
ふ
ら
り

と
立
ち
寄
っ
て
作
品
を
楽
し
む
方
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
来
場

者
は
気
に
入
っ
た
作
品
を
写
真
に
収
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
お

ら
れ
、
私
た
ち
の
作
品
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
、
多
く
の
人
の
目

に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
日
本
彫
刻
会
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
も
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
本
会

の
作
家
の
他
の
作
品
や
本
展
の
様
子
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
長
年
会
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅

で
の
展
示
は
、
建
物
改
修
の
た
め
今
年
度
を
も
っ
て
終
了
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
を
込
め
、
今

後
も
多
く
の
方
に
作
品
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
作
品
制

作
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
17
回
日
本
彫
刻
会

　
　
　
　
　
新
鋭
選
抜
・
受
賞
作
家
展
　

会場の様子

小品作品の展示・販売搬入の様子

11

作品を語る会の様子と出品者の集合写真

　
　
出
品
作
家
に
向
け
て

　
日
彫
会
新
人
選
抜
展
は
１
９
９
６
年
（
Ｈ
８
）
若
手
の
た
め
の
新

人
選
抜
展
「
貌
展
」（
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
／
朝
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
を

開
催
し
、
現
在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
第
２
回
目
の
新

人
選
抜
展「
翔
展
」の
会
場
を
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
せ
い
ほ
う
に
移
し
、

さ
ら
に
１
９
９
９
年
第
３
回
目
の
新
人
選
抜
展
を
「
日
彫
会
新
選

抜
　
　
」
と
し
て
銀
座
／
美
術
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
に
会
場
を

移
し
こ
れ
ま
で
名
称
を
変
え
な
が
ら
本
展
受
賞
者
も
含
め
た
今
の

展
覧
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
出
品
者
は
本
展
で
は
な
か
な
か

発
表
で
き
な
い
試
作
、
実
験
的
な
作
品
が
多
く
見
ら
れ
、
実
に
出

品
者
が
今
何
を
考
え
、
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
な
ど
を
通
し
て
わ
か
り
や
す
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

嬉
し
く
、
頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。
表
現
は
元
々
自
由
で
あ
り
私

た
ち
が
と
る
手
段
と
し
て
の
具
象
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
互
い
の
表
現
を
通
し
て
考
え
て
い
く
機

会
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
き
年
々
其
々
の
個
性
が
光
る
展
覧
会

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
私
も
最
初
の
頭
像
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
貌
展
」、
２
度
の
新
人
選
抜
展
に
出
品
し
、
ま
さ
に
作

品
発
表
の
中
心
で
も
あ
る
東
京
・
銀
座
の
地
に
全
国
よ
り
集
ま
っ
た

仲
間
達
、
或
い
は
ラ
イ
バ
ル
達
と
共
演
・
競
演
し
た
事
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
今
回
の
展
覧
会
は
二
度
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
展
受
賞
者

と
選
抜
さ
れ
た
出
品
者
の
皆
様
が
積
極
的
に
展
覧
会
に
参
加
さ
れ
、

全
員
で
作
り
上
げ
た
立
派
な
展
覧
会
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
今
後

出
品
者
の
皆
様
が
自
己
の
思
い
を
素
直
に
表
さ
れ
た
表
現
に
精
励

さ
れ
ま
す
事
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
務
理
事
　
委
員
長
　
池
川
直
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作品を語る会の様子と出品者の集合写真

　
　
出
品
作
家
に
向
け
て

　
日
彫
会
新
人
選
抜
展
は
１
９
９
６
年
（
Ｈ
８
）
若
手
の
た
め
の
新

人
選
抜
展
「
貌
展
」（
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
／
朝
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
を

開
催
し
、
現
在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
第
２
回
目
の
新

人
選
抜
展「
翔
展
」の
会
場
を
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
せ
い
ほ
う
に
移
し
、

さ
ら
に
１
９
９
９
年
第
３
回
目
の
新
人
選
抜
展
を
「
日
彫
会
新
選

抜
　
　
」
と
し
て
銀
座
／
美
術
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
羅
に
会
場
を

移
し
こ
れ
ま
で
名
称
を
変
え
な
が
ら
本
展
受
賞
者
も
含
め
た
今
の

展
覧
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
出
品
者
は
本
展
で
は
な
か
な
か

発
表
で
き
な
い
試
作
、
実
験
的
な
作
品
が
多
く
見
ら
れ
、
実
に
出

品
者
が
今
何
を
考
え
、
何
を
表
現
し
て
い
る
の
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
な
ど
を
通
し
て
わ
か
り
や
す
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

嬉
し
く
、
頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。
表
現
は
元
々
自
由
で
あ
り
私

た
ち
が
と
る
手
段
と
し
て
の
具
象
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
互
い
の
表
現
を
通
し
て
考
え
て
い
く
機

会
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
だ
き
年
々
其
々
の
個
性
が
光
る
展
覧
会

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
私
も
最
初
の
頭
像
を
テ
ー

マ
に
し
た
「
貌
展
」、
２
度
の
新
人
選
抜
展
に
出
品
し
、
ま
さ
に
作

品
発
表
の
中
心
で
も
あ
る
東
京
・
銀
座
の
地
に
全
国
よ
り
集
ま
っ
た

仲
間
達
、
或
い
は
ラ
イ
バ
ル
達
と
共
演
・
競
演
し
た
事
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
今
回
の
展
覧
会
は
二
度
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
本
展
受
賞
者

と
選
抜
さ
れ
た
出
品
者
の
皆
様
が
積
極
的
に
展
覧
会
に
参
加
さ
れ
、

全
員
で
作
り
上
げ
た
立
派
な
展
覧
会
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
今
後

出
品
者
の
皆
様
が
自
己
の
思
い
を
素
直
に
表
さ
れ
た
表
現
に
精
励

さ
れ
ま
す
事
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

常
務
理
事
　
委
員
長
　
池
川
直
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15 14

報

訃

、
し
表
を
意
の
悼
哀
で
ん
謹
。
た
し
ま
れ
さ
去
逝
が
方
の
記
左

。
す
ま
げ
上
し
申
り
祈
お
を
福
冥
ご

保
久

員
会
正

和
令

生
先

浩

７
年
2
月

田
島

員
会
正

和
令

生
先

宏
恭

６
年
10
月

岡
松

員
会
正

令

生
先

則
髙

和
7
年
6
月

能
得

員
会
正

令

生
先

朗
節

和
7
年
7
月

U-

20

U-

20

(

茜
田
柴

)

）
順
音
十
五
（
員
委
報
広
・
版
出

藤
加

浩
真

ウ
ト
カ
（

）
ロ
ヒ
サ
マ

野
高

子
浩

ノ
ウ
コ
（

）
コ
ロ
ヒ

タ
バ
シ
（
茜

田
柴

）
ネ
カ
ア

野
髙

吾
眞

ノ
カ
タ
（

）
ゴ
ン
シ

稔

丸
田
）
任
主
（

ル
マ
タ
（

）
ル
ノ
ミ

山
寺

佳
三

マ
ヤ
ラ
テ
（

）
カ
ミ

報
会
彫
日

№
84

令
和
7
年
9
月
30

行
発
日

U-

20

今
の
者
品
出

▲本展での出品作

り
よ
を
力
魅
の
刻
彫
、
し
介
紹
ご
く
広
を
報
情
会
覧
展
の
ど
な
展
プ

て
し
と
的
目
を
と
こ
る
す
け
届
お
に
々
方
の
く
多

、
S

Ｓ
Ｎ

情
の
で

容
内
の
記
下
、
は
て
し
ま
き
つ
。
す
ま
り
い
ま
て
し
化
強
を
信
発
報

。
す
ま
げ
上
し
申
い
願
お
く
し
ろ
よ
程
の
力
協
ご
卒【1】

会
覧
展
る
ま
始
ら
か
れ
こ

(

用
知
告

)

【2】

会
覧
展
た
れ
さ
催
開
に
去
過
は
た
ま
中
催
開

(

用
録
記

)

①

や
シ
ラ
チ

Ｍ
Ｄ

②

像
画
の

③

名
会
覧
展

間
時
・
期
会

④

⑤

地
在
所
・
名
場
会

名
家
作
品
出

⑥

要
概
示
展

⑦

真
写
の
場
会
や
品
作

(

5

程
点

度
／

奨
推
度
像
解
高

)

⑧

想
感
・
ト
ン
メ
コ

(

意
任

、
100~

200

度
程
字

)

部
報
広
ル
タ
ジ
デ

会
員
委
報
広
・
版
出

p
u
b
lic
-in
f
o
@
n
ic
c
h
o
.c
o
m

年
本
は
容
内
記
上
※

８

。
す
ま
げ
上
し
申
い
願
お
て
せ
わ
合
は
方
い

会
刻
彫
本
日

務
事

jim
u
@
n
ic
c
h
o
.c
o
m

い
願
お
の
供
提
ご
報
情
会
覧
展

へ
様
皆
の
員
会

U-20日彫賞受賞作▼

◆
今
季
は
猛
暑
の
夏
と
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
彫
刻
は
制
作
場
所

が
屋
外
で
あ
っ
た
り
、
土
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に
エ
ア
コ
ン
を
使
わ

ず
制
作
を
な
さ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
、

熱
中
症
の
予
防
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

◆
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
が
便
利
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
注
目
度
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
効
果
的
に
用
い
た
上
で
、
我
々
の
手
仕
事
な
ら

で
は
の
良
さ
を
む
し
ろ
強
み
に
で
き
る
よ
う
、
皆
で
知
恵
を
絞
っ
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

日
彫
展
も
、本
年
で
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。自
由
で
の
び
の

び
と
し
た
感
性
が
光
る
作
品
で
集
ま
り
、若
さ
あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。そ
の
存
在
は
、日
彫
展
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
彩

り
と
な
り
、私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は

「
こ
れ
ま
で

に
出
品
し
た
方
々
が
、ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
い

る
の
か
」を
取
材
し
ま
し
た
。

本
年
の
第
７
回
展
で
は
白
菜
の
葉
を
ド
レ
ス
に
見
立
て
た
ユ
ニ
ー
ク
な
木

彫
作
品
で

日
彫
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

U-

20

U-

20
桑
原
さ
ん
は
、「
昨
年
は
写
真
を
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、今
年

は
多
く
の
方
に
実
物
を
見
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
と
に
か
く
嬉
し
か
っ
た

で
す
。想
像
上
の
も
の
が
形
と
な
り
、誰
か
の
目
に
届
く
喜
び
は
彫
刻
な

ら
で
は
だ
と
思
い
ま
し
た
。」と
振
り
返
り
ま
す
。ま
た
本
展
へ
の
挑
戦
で

は
、剣
道
の
面
を
つ
け
る
人
物
を
表
し
た
等
身
大
の
作
品
を
制
作
し
入
選

果
た
し
ま
し
た
。

「
等
身
大
の
像
を
つ

く
る
の
は
思
っ
て
い

た
以
上
に
大
変
で

し
た
が
、そ
の
分
夢

中
で
取
り
組
め
ま

し
た
。会
場
で
自
分

の
作
品
を
見
た
と

き
、他
の
先
生
方
の

作
品
と
の
違
い
に

気
づ
き
ま
し
た
。形

の
張
り
や
細
部
へ
の

意
識
が
、生
命
力
の

あ
る
彫
刻
を
生
み

出
し
て
い
る
と
学

び
ま
し
た
。」と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

U-

20

U-

20

の
出
品
者
の
中
か
ら
、本
展
へ
の
挑
戦
者
が
現
れ
、さ
ら
に
は

入
選
を
果
た
す
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。桑
原
さ
ん
の
真
っ
す
ぐ
で
謙
虚
な
姿
勢
は
、私
た
ち
に
多
く
の
気

づ
き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。こ
う
し
た
若
い
出
品
者
の
方
々
と
、互
い
に

良
い
刺
激
を
与
え
合
い
な
が
ら
、制
作
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

出
品
者
た
ち
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

ご
紹
介
す
る
の
は
、本
年
の
第
７
回
展
で

日
彫
賞
を
受
賞
し

た
桑
原
結
子
さ
ん
で
す
。桑
原
さ
ん
は
昨
年
度
の
第
６
回
展
で
入
選
し
、

14

　第
54
回
日
本
彫
刻
会
展
覧
会
に
お
い
て
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。「
触
れ
る
ア
ー
ト

　盲
学
校
・

視
覚
特
別
支
援
学
校
作
品
展
示
」
と
題
し
た
子
ど
も
た
ち
の
展
示
は
、

本
年
度
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
U-
20 
の
作
品
展
示
と
並
列
し
た

触
れ
る
ア
ー
ト
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
障
害
の
有
無
を
超
え
て
、
子
ど
も

た
ち
の
自
由
な
表
現
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　本
年
度
は
テ
ラ
コ
ッ
タ
だ
け
で
は
な
く
、
木
彫
や
、
鉄
筋
と
紙
粘

土
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
も
並
び
、
自
由
な
造
形
に
加
え
、
素
材
の

面
で
も
よ
り
一
層
多
彩
な
展
示
と
な
り
ま
し
た
。
出
品
数
は
59
点
に

の
ぼ
り
、
昨
年
度
と
比
べ
4
倍
近
く
の
数
に
達
す
る
な
ど
、
活
動
の

大
き
な
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、

宮
坂
慎
司
会
員
と

東
海
大
学
が
連
携

し
、
平
塚
盲
学
校

に
て
「
異
形
棒
鋼
」

を
使
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
異
形

棒
鋼
と
は
建
築
な

ど
で
使
わ
れ
る
構

造
材
料
の
一
つ
で
、

表
面
に
凹
凸
の
加

工
が
さ
れ
た
鉄
筋

の
こ
と
で
す
。
使

用
し
た
鉄
筋
は
共

英
製
鋼
株
式
会
社

か
ら
ご
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
、

鉄
筋
の
切
れ
端

や
、
ベ
ン
ダ
ー

で
曲
げ
た
部
材

を
紙
粘
土
と
組

み
合
わ
せ
て
、

思
い
思
い
に
独

創
的
な
世
界
を

表
現
し
ま
し
た
。

制
作
で
は
、
鉄

筋
の
製
造
過
程

で
ご
く
稀
に
生

じ
る「
ミ
ス
ロ
ー

ル
」
も
造
形
の

素
材
に
な
り
ま

し
た
。ミ
ス
ロ
ー

ル
と
は
、
工
場

に
お
い
て
鉄
を
圧
延
す
る
工
程
の
中
で
、
長
い
鉄
筋
が
途
中
で
引
っ

か
か
り
、
グ
ネ
グ
ネ
と
曲
が
っ
て
、
規
格
外
と
な
っ
た
鋼
材
の
こ
と

で
す
。
子
ど
も
は
、
そ
の
ミ
ス
ロ
ー
ル
に
触
り
、
気
に
入
っ
た
形
が

決
ま
っ
た
ら
カ
ッ
ト
す
る
部
分
を
選
択
し
、
切
り
出
し
、
唯
一
無
二

の
作
品
と
し
て
磨
き
上
げ
ま
し
た
。
工
場
で
「
製
品
」
と
し
て
生
ま

れ
た
素
材
が
、
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
に
よ
っ
て
温
か
み
の
あ
る
ア

ー
ト
作
品
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
に
も
、
例
年
「
彫
刻
鑑
賞
教
室
」
に
参
加
し
て
い
る
東

京
都
立
久
我
山
青
光
学
園
や
筑
波
大
学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
の

作
品
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
久
我
山
青
光
学
園
の
作
品
は
、
会

員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
な
く
、
日
々
の
授
業
の
中
で
生
ま

れ
た
も
の
で
す
。
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
含
め
、
関
連
の
活
動
は
着
実
に
そ
の
輪
を
広

げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

ア
ー
ト
が
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
、
多
く
の
子
ど
も
が
彫
刻
芸
術
の

触
覚
的
な
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

   (

町
野
紗
恭)

▲実際の掲載記事

　子
ど
も
の
造
形
・
美
術
教
育
の
指
導
者
に
向
け
た
日
本
唯
一
の
美

術
教
育
雑
誌
『
教
育
美
術
』
は
、
公
益
財
団
法
人
教
育
美
術
振
興
会

が
発
行
し
て
お
り
、
同
会
は
毎
年
、
応
募
点
数
が
９
万
点
を
超
え
る

「
全
国
教
育
美
術
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　千
葉
県
の
中
学
校
に
勤
務
す
る
石
崎
義
弘
会
員
が
記
事
を
投
稿
し
、

Ｕ-

20
日
彫
展
、
視
覚
特
別
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
展
示

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
立
体
造
形

作
品
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
稀
有

な
取
り
組
み
と
し
て
、
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
次
世
代
に

向
け
た
活
動
と
し
て
立
体
造
形
へ

の
関
心
を
さ
ら
に
広
げ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

月
刊
『
教
育
美
術
』
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た

触
れ
て
、
感
じ
て
、
創
造
す
る
喜
び

ー
盲
学
校
・
視
覚
特
別
支
援
学
校

「
触
れ
る
ア
ー
ト
」
ー

▲会場での展示風景

▲学校での授業の様子

令
和
7
年
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令
和
7
年
9
月
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行
発
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U-

20

今
の
者
品
出

▲本展での出品作

り
よ
を
力
魅
の
刻
彫
、
し
介
紹
ご
く
広
を
報
情
会
覧
展
の
ど
な
展
プ

て
し
と
的
目
を
と
こ
る
す
け
届
お
に
々
方
の
く
多

、
S

Ｓ
Ｎ

情
の
で

容
内
の
記
下
、
は
て
し
ま
き
つ
。
す
ま
り
い
ま
て
し
化
強
を
信
発
報

。
す
ま
げ
上
し
申
い
願
お
く
し
ろ
よ
程
の
力
協
ご
卒【1】

会
覧
展
る
ま
始
ら
か
れ
こ

(

用
知
告

)

【2】

会
覧
展
た
れ
さ
催
開
に
去
過
は
た
ま
中
催
開

(

用
録
記

)

①

や
シ
ラ
チ

Ｍ
Ｄ

②

像
画
の

③

名
会
覧
展

間
時
・
期
会

④

⑤

地
在
所
・
名
場
会

名
家
作
品
出

⑥

要
概
示
展

⑦

真
写
の
場
会
や
品
作

(

5

程
点

度
／

奨
推
度
像
解
高

)

⑧

想
感
・
ト
ン
メ
コ

(

意
任

、
100~

200

度
程
字

)

部
報
広
ル
タ
ジ
デ

会
員
委
報
広
・
版
出

p
u
b
lic
-in
f
o
@
n
ic
c
h
o
.c
o
m

年
本
は
容
内
記
上
※

８

。
す
ま
げ
上
し
申
い
願
お
て
せ
わ
合
は
方
い

会
刻
彫
本
日

務
事

jim
u
@
n
ic
c
h
o
.c
o
m

い
願
お
の
供
提
ご
報
情
会
覧
展

へ
様
皆
の
員
会

U-20日彫賞受賞作▼

◆
今
季
は
猛
暑
の
夏
と
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
彫
刻
は
制
作
場
所

が
屋
外
で
あ
っ
た
り
、
土
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に
エ
ア
コ
ン
を
使
わ

ず
制
作
を
な
さ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
、

熱
中
症
の
予
防
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

◆
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
が
便
利
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
注
目
度
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
効
果
的
に
用
い
た
上
で
、
我
々
の
手
仕
事
な
ら

で
は
の
良
さ
を
む
し
ろ
強
み
に
で
き
る
よ
う
、
皆
で
知
恵
を
絞
っ
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

日
彫
展
も
、本
年
で
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。自
由
で
の
び
の

び
と
し
た
感
性
が
光
る
作
品
で
集
ま
り
、若
さ
あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

活
気
に
満
ち
て
い
ま
す
。そ
の
存
在
は
、日
彫
展
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
彩

り
と
な
り
、私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は

「
こ
れ
ま
で

に
出
品
し
た
方
々
が
、ど
の
よ
う
な
道
を
歩
ん
で
い

る
の
か
」を
取
材
し
ま
し
た
。

本
年
の
第
７
回
展
で
は
白
菜
の
葉
を
ド
レ
ス
に
見
立
て
た
ユ
ニ
ー
ク
な
木

彫
作
品
で

日
彫
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

U-

20

U-

20
桑
原
さ
ん
は
、「
昨
年
は
写
真
を
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、今
年

は
多
く
の
方
に
実
物
を
見
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
と
に
か
く
嬉
し
か
っ
た

で
す
。想
像
上
の
も
の
が
形
と
な
り
、誰
か
の
目
に
届
く
喜
び
は
彫
刻
な

ら
で
は
だ
と
思
い
ま
し
た
。」と
振
り
返
り
ま
す
。ま
た
本
展
へ
の
挑
戦
で

は
、剣
道
の
面
を
つ
け
る
人
物
を
表
し
た
等
身
大
の
作
品
を
制
作
し
入
選

果
た
し
ま
し
た
。

「
等
身
大
の
像
を
つ

く
る
の
は
思
っ
て
い

た
以
上
に
大
変
で

し
た
が
、そ
の
分
夢

中
で
取
り
組
め
ま

し
た
。会
場
で
自
分

の
作
品
を
見
た
と

き
、他
の
先
生
方
の

作
品
と
の
違
い
に

気
づ
き
ま
し
た
。形

の
張
り
や
細
部
へ
の

意
識
が
、生
命
力
の

あ
る
彫
刻
を
生
み

出
し
て
い
る
と
学

び
ま
し
た
。」と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

U-

20

U-

20

の
出
品
者
の
中
か
ら
、本
展
へ
の
挑
戦
者
が
現
れ
、さ
ら
に
は

入
選
を
果
た
す
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。桑
原
さ
ん
の
真
っ
す
ぐ
で
謙
虚
な
姿
勢
は
、私
た
ち
に
多
く
の
気

づ
き
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。こ
う
し
た
若
い
出
品
者
の
方
々
と
、互
い
に

良
い
刺
激
を
与
え
合
い
な
が
ら
、制
作
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

出
品
者
た
ち
の
活
動
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

ご
紹
介
す
る
の
は
、本
年
の
第
７
回
展
で

日
彫
賞
を
受
賞
し

た
桑
原
結
子
さ
ん
で
す
。桑
原
さ
ん
は
昨
年
度
の
第
６
回
展
で
入
選
し
、

15

令
和
7
年
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月
15

行
発
日
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